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１１６ 日文 図工 １０３
図工 １０４

ずがこうさく１・２上 たのしいな おもしろいな
ずがこうさく１・２下 たのしいな おもしろいな

子どもたちがもつ創造力を，より豊かなものにするために
変化が激しく予測困難な現代社会では，自ら課題を発見し，試行錯誤しながら解決方法を探し，他者と協働し

て新たな価値を創造することが求められています。
図画工作科の授業では，同様のことを，形や色を用いて行っています。目や手だけでなく全身を使って対象に

触れ感じながら表したいことを見付け，試しながら表し方を探し，自分にとって意味や価値あるものをつくりだ
す 。これらを繰り返しながら，子どもたちは資質・能力を働かせています。

本教科書は，資質・能力を育む原動力となる「感じる・ためす・つくりだす」を基本方針に掲げて
編修に取り組みました。

１．編修の基本方針

や૝૾ྗをҭΉੑײ

ࣦഊをڪれず
するྗをҭΉߦࢼ

৽しいՁ஋を
૑଄するྗをҭΉ

感じる
～ 面白い！いいこと考えた！

つくりだす
～ できた！見て見て！

ためす
～ 思いついた！やってみよう！

知識及び技能

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

1
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感じる：ੑײや૝૾ྗをҭΉ

▲ 1・2 上 p.4-6 きょうかしょ びじゅつかん「す͖な かたちや いろ な͋に」

身の回りを造形的な見方で捉える力を育みます
⇒ 身近なものから美術作品まで多様な「形や色」に出合うページ「教科書美術館」を設けています。

多様な感じ方を尊重する態度を育みます
⇒ 友だちとの対話的な学びの場面を豊富に掲載しています。

1

2
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●材料に直接触れる感覚を大切にした題材を設定しています。

●この時期の発達の段階に合わせて，自由にのび
のびと想像を広げていける題材を設定しました。

●対話しながら想像を広げたり，思いを伝え合ったりする場面を掲載し，活動中の対話を重視しています。

1・2 下 p.16-17 ▶
「;し͗な たま͝」

▲ 1・2 上 p.46-47「のって みたいな い͖たいな」 ▲ 1・2 上 p.22-23「おって たてたら」

面白い！
いいこと
考えた！

● 3 ページで構成し、イン
パクトがあるだけでな
く，じっくり見たくなる
レイアウトで様々な気付
きを促します。また，対
話の提案が，気付きと学
びを深めていきます。

感性に働きかける題材で，主体的な学びを実現します
⇒ 魅力的な写真や作品が，子どもたちの「やってみたい」を引き出します。

くもの のりもので，
うͪΎうに いくんだ。うͪΎうに いくんだ。

    
 

   
 

   
 

かんがえた おはなしを ともだͪに 
おしえて あ͛よう。

 
  

ともだͪは どんな く;うを して いるのかな。

   
 

たて  かたちか くりたい 
の  おもいつく

    

      

おもしΖい 
かたͪだね。かたͪだね。

 

    

ねん౔を ぎΎっと 
にぎったら，

どんな かたͪに 
なるのかな。

ねん౔を にぎって，かたͪを かえよう。
できた かたͪを ݟて みよう。なにが できそうかな。

すこしずつ 
かたͪが 
かわって いくよ。かわって いくよ。

Ͳんな かたͪが ͋るのかな。
Ͳんな いろが ͋るのかな。
みつ͚た ことを お͠えてͶ。

すきな かたちや
いろ なあに

4 65

たのしい ことが 
ੜまれそうだね。ੜまれそうだね。

   
 

 

 

     

▼ 1・2 下 p.12-13「に͗に͗ Ͷん౔」
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試行しながら思考し，答えを探し出す力を育みます
⇒ 発達の段階に合った材料を使い，つくりかえながら考えることを大切にした題材を配置しています。

発想のヒントが，「ためす」を促します
⇒ 「ためす」ためのキーワードや，発想のヒントを示しています。

「ためす」を支える技能の基礎を育みます
⇒ 巻末の 8 ページに，材料や用具についての特設ページ「使ってみよう 材料
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● 1・2 下では，「ならべる」をテーマに，な
らべてできた形や色を掲載しています。何
がどうならんでいるのか見て考えること
が，自分の発想につながっていきます。

●発想のヒントを伝えたり，
学びを促したりするキャラ
クターを，全ての題材に配
置しています。

▲ 1・2 上 p.60-67 1・2 下 p.58-65 ▲

ためすɿࣦഊをڪれずߦࢼするྗ をҭΉ

▲ 1・2 下 p.34-35 ひらめき ポケット「なら΂る」
かたちや いろと なかよしの

ちろたん

思いついた！
やってみよう！

かさねかたを 
かえると どうかな。

●材料や用具の安全な使い
方について，これまで以
上に丁寧に分かりやすく
示しています。

●表現や材料の多様さにつ
いて，大きな図版で示し，

「ためす」意欲を高めら
れるよう工夫しています。

1・2 下 p.18-19 ▶
「しんͿんしと

なかよし」

● 形を変えやすい新聞紙が，子どもたちの様々
な思い付きを生み，「ためす」を促します。

● 実際に触れて試して考える様子は，子どもたちに安
心感と，自分もやってみようという意欲を与えます。

ながい ΅うに 
なるかな。

つな͛て もっと 
大きく しよう。

1・2 下 p.28-29 ▶
「いろの 見えかた Ήげんେ」

は

͖る と͖の しせい

·͕った せんを ͖る

もちかた つかいやすい もͪかたを えら΅う。

◦からだを まえに 
 むけて すわる。

◦きる とこΖを 
 みながら きる。

◦はを たてて きる。

かみを まわして きる。

もちかたと ͖りかた

ό υɾΩϟタϐラ  
［Մม／ࣸਅ］2 10 ϗηɾルΠε ϩυϦήε［εペΠン 1959ʙ］

‑

な Β ΂ Δ
いろいろな ΋ͷΛ なΒ΂ͯ ΈΑ͏ɻ

 ͲΜな かたちや いろ͕ ͯ͑ݟ ͘Δかなɻ

3534

てんてん 
と ϦζϜよく。と ϦζϜよく。

うすめの えの͙でうすめの えの͙で

じわ〜っと。と。

͙っ
と ྗを 入れて。と ྗを 入れて。

スーッ 
と ྗを ͵いて。と ྗを ͵いて。と ྗを ͵いて。

 

  

  

 

はさみを ͻとに わたす ときは，
4

の ほうを
もって わたそう。
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い͑Ͱ つかったよ

どんな ものを ݟつけたのか みんなで はなすと たのしいね。

ͣこう ちͣを か͟ったよʦ౦
とう

ژ
͖ΐう

౎
と
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͠Ό͠んや ͞くひんは

の ώンτで͢。 

   
   

 

   
 

  
 

 
   

  

  
 

 
  

   

  

かつͲうの ͋とͰ 
かん͕͑て みよう。
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かつͲうの ͋とͰ 
かん͕͑て みよう

かたͪや いΖと なかよしの 
ͪΖたん

かたͪや いΖと なかよしの 
ͪΖたん

いͬ͠ΐʹ たの͠い
かたちや いろを 
見つけよう

    
   

   

  

  

     

たΊ͠ながら ͋たら͠い
かたͪや いろを 見つ͚よう

た͠かΊながら つくって い う

͟いΓΐうに 
͞ΘΓながら 
かんがえよう

ともͩͪの 
く;うも 
見て みよう

かつͲうの ͋とͰ 
かん͕͑て みよう

見て みよう

    

Ͳうとくとの
つながΓ

  
  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

     

    

    

    

    

    

    

     

    

    

    

    

    

    

    

     

      

 

  

    

  

つくったΓ みたΓ ͠ながら

じぶんの

の͹͠て い う

を

ずが うさくは かんじる とや
Ζに おもいえがく とを 大ͤつに

して かたͪや いΖで じͿんや みの
まわりの とを ݟたり かんがえたり
あらわしたり する とで じͿんの 
く ための じかんですͮؾ もͪにؾ

 つけたり くふうしたりݟ
͢る と

かん͡たり かん͕͑たり  
͢る と

かつͲうの தͰ たのしんͰ 
͢る と

こく͹んに͸ つの ֶしΎうの
Ί͋て͕ かかΕて い·͢。

͕ͣこう͞くを ͸͡Ίよう

͠Ό͠んや ͞くひんは

の ώンτで͢  

   
   

 

   
 

  
 

 
   

  

  
 

 
  

   

  

う͞くを ͸͡

3
ຊํ਑ج つくりだすɿ৽しいՁ஋を૑଄するྗ をҭΉ

主体的に目標を見付け，創造活動に取り組む態度を育みます
⇒ 図画工作科の目標や見方・考え方，大切にしてほしいことを分かりやすく示しています。

楽しく豊かな生活を創造する態度を育みます
⇒ 図画工作で学んだことを生活や社会で生かしたり，つないだりする事例を掲載しています。

学びを振り返り，新しい学びへと生かす力を育みます
⇒ 学びを連続させるため，「活動の後で」や幼児期との接続ページを設定しています。

1

3

2

●低学年の子どもにとって身
近な社会である「学校」で，
図画工作で学んだことや身
に付けたことを生かしてい
る活動を紹介しています。

●全学年にわたって，つくっ
たものを家庭などで大切
にする様子を掲載し，学
びが生活に結び付いてい
ることを示しています。

▲ 1・2 下 p.56-57 ずがこうさくの つながり ひろがり「ずがこうさくが ひろがる」 ▲1・2上p.40-41「かざって なに いれよう」

▲ 1・2 上 p.2-3 幼児期との接続ページ

できた！
見て見て！

▲ 1・2 下 p.5-7 ΦϦΤϯςーγϣϯ

●「造形的な見方・考え方」について子どもたちと共有するとともに，教科書の図版は
ヒントであり，自分の力で創造していくことの大切さを伝えています。

…知識及び技能

…学びに向かう力，人間性等（活動の入口）

…学びに向かう力，人間性等（活動の後で）

…思考力・判断力・表現力等

●学習指導要領の各学
年の目標を基に三つ
の学習のめあてを設定
しています。「学びに向
かう力，人間性等」に
ついては，活動の入口
と活動後の二つを関
連させて示しています。

9

いろいろな ͸る͕ ݟつかったよ。
΄かの ͖せつにも ͕͞したいな。

▲ 1・2 下 p.8-9「おはなみ スケッチ」

●各題材の最後には，「活動の後で」を設けて
います。学習指導要領の改訂の趣旨を踏ま
え，学びを振り返り，次の学びへと向かう意
欲をもつことができるようにしています。

●1・2 上では，幼児期に子どもが学んできたことを振り返り，
確かめるページを設けました。これまでの経験や体験と図
画工作の活動がつながっていることを示しています。

32

Ε·Ͱ ͯ͠ きた 
ͱが ͣが う͘͞ʹ 

つながͬͯ い͘よ

ͪ，つけた すてきな ものを えに かいて あつめたらݟ でߍֶ ずに なったよ。



教育基本法第 2 条に示されている教育の目標を達成し，教育基本法の考えが教科書全体に行き渡るように，題材の
設定や作品，写真の選択，文章表現などについて十分に配慮しました。

ಛผ支ԉ教ҭ΁の഑ྀ
全ての児童が等しく学べるように，カラーユニバーサルデザインの観点から編修を行うなど，特別支援教育の観点に配慮しています。

ಓಙとのؔ࿈
教科書全体を通して，つくりだす喜びを味わいながら，美しいものや崇高なものを尊重する心を育むことや，友だちと理解し合うこと，家族
や学校の人々を敬愛すること，我が国や郷土の伝統と文化を大切にすることなどと関連を図るとともに，特に道徳との関連があるページにつ
いては，マークを用いて示しています。

*$5 ༺׆
デジタルマークを付けた題材では，ICTを活用して学習を効果的に進められるように，弊社ウェブサイトにコンテンツを用意しています。

2. 対照表

3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

構成・内容 特に意を用いた点や特色 箇 所

幼児期との接続ページ
幼児期の学びと図画工作科での学びを関連付け，幅広い知識と教養を身に
付け，豊かな情操を培うことができるよう配置しています。（第 1号）

1・2 上 p.2-3

オリエンテーション
一人一人の価値を尊重し，その能力を伸ばし，創造性を培うことができる
よう，図画工作科の目標を共有するページを設けました。（第 2号）

1・2 上 p.7-9
1・2 下 p.5-7

題材ページ

表現や鑑賞の全活動において，美しいものや優れたものに触れ，豊かな情
操と道徳心を養うことのできる題材を掲載しています。
また，体全体を使った活動を多く取り入れ，健やかな身体を養う題材を掲
載しています。（第 1号）

全 般

様々な作品例を掲載することで，表現の幅広さを示し，創造性を培うこと
ができるよう工夫しています。
また，家庭で作品を飾っている様子などを掲載することで，題材と生活と
の関連を示しています。（第 2号）

全 般

協力して行うことで，満足感や達成感を得られるような題材を設定してい
ます。
また，互いの作品や活動について，それぞれの違いやよさを話し合い，認
め合う活動の様子を多く掲載しています。（第 3号）

全 般

身の回りの材料や自然に親しむ造形活動を通して，自然のよさを体感でき
る活動を掲載しています。（第 4号）

全 般

日本の伝統的な遊びや行事に関わる題材を取り上げ，実際につくり遊ぶこ
とでそのよさを深く理解できるように工夫しました。（第 5号）

全 般

教科書美術館
幅広い知識と教養を身に付け，豊かな情操を培うことができるよう，伝統
文化を含む多様な造形を取り扱うページを設けています。（第1号，第5号）

1・2 上 p.4-6
1・2 下 p.2-4

ひらめきポケット
幅広い知識と教養を身に付け，豊かな情操を培うことができるように，造
形的な視点で形や色などを見付けるヒントとなるようなページを設定して
います。（第 1号）

1・2 上 p.36-37
1・2 下 p.34-35

図画工作の
つながり ひろがり

地域での活動を掲載し，自他の敬愛と協力を重んじ，主体的に社会の形成
に参画する態度を養うことができるようにしました。また，海外からの訪
問学生との活動を掲載し，他国を尊重する態度を養うことができるように
しています。（第 3号，第 5号）

1・2 下 p.56-57

使ってみよう
材料と用具

材料と用具についての幅広い知識を学べるようページを構成しています。
また家庭での材料集めや材料の再利用について掲載し，環境の保全に寄与
する態度を養えるよう工夫しています。（第 1号，第 4号）

1・2 上 p.60-67
1・2 下 p.58-65
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Լから ほしが 。えるんだねݟ

はこを ཱてて 
つかったんだ。
まるい はこは 
とけいに したよ。

はこを ཱてて 
つかったんだ。
まるい はこは 
とけいに したよ。

つ͘Γたい かた  
͋う ͟いΓΐう  
つかうͱ いいͶ

͟いりょうを くみあわͤると いいね。

これが わたしの
おともだͪ。

［たかさ37cm／はこ ペン いろがみ
お花がみ ひも など］

‏

‏

おもいに ͋う かたちを ݟつけ
くふうして つくる。

かたちを たしかΊな͕ら
つくりたい い͑を かん͕͑る。

ʮখ͞な ともͩちʯ͕  よろこͿ 
い͑を たのしく つくる。

͋つΊた ͟いΓΐうを く;う͠て ʮখ͞な ともͩͪʯの いえを つくる。

͟い   
ごと   

はさみの ઌで 手や ゆびを 
きらない ように しよう。

ごうかな നͪΌんの いえ 
［たかさ51cm など］

大きい ςϨϏが ある いえ 
［たかさ22cm／はこ かためんなみだんボ ル など］

つの いえ 
［たかさ30cm／はこ ペン かためんなみだんボ ル］

    

ΩラΩラの おうͪ
［たかさ27cm／はこ いろがようし いろがみ キャップ など］

‏

‏

‏

みんなで ともだͪの いえに あそびに いこう。みんなで ともだͪの いえに あそびに いこう。

いくつも つな͛て 
大きな いえに したよ
みんな たのしそ

̐かいだての
いえだよ。大きな ςϨϏに 

Ֆ͹たけが 
うつって いるよ。うつって いるよ。

みんなの とこΖに やって きた
ʮ小さな ともだͪʯが よΖこͿ いえを つくΖう。
どんな いえが たのしいかな。

ϓラωタϦ΢Ϝの ある 
いえに したよ。

ようきに いΖを ͵って
あかりを つくったよ。

授業の進め方が分かりやすい教科書
֤題材ページでは，子どもたちに৳͹してほしい資質・能力を໌֬にするとともに，資質・能力を発شす

るためのヒントを多く掲載しています。また֤巻にΦϦΤンςーγϣンを設け，どのようなことを学Ϳのか，
教科書をどのように使え͹よいのかを，児ಐ，อޢ者ともڞ༗できるよう示しています。

⁞学शのめ͋ͯ
各題材の๯಄に，題材で何を学Ϳのかが分かるように，学習
指導要領の目標を基にした「学習のめあて」を示しています。
ઌ生と子どもがめあてを共有し，学習にऔり૊Ήことができる
とともに，学習の振り返りでもめあてを確ೝすることができます。

⁡きをͭけΑ͏ ɾかたͮけ
安全に活動できるよう，஫意߲ࣄについて「きをつけよう」で示
しています。また，材料の有ޮར用や࠶ར用について「かたͮけ」
で示しています。

⁢活動のޙで
学習指導要領改訂の趣旨を踏まえ，活動のऴ
わりに，題材での学びを振り返り，次の学びへ
生かͦうとする子どものつͿやきとして，「学びに
向かう力，人間性等」を示しています。

⁠৘ࣸܠਅと
඼ྫ࡞

・実際のतۀでࡱӨ
された৘ࣸܠਅは，
ࢿ ・࣭能力を発شす
る生き生きとした子
どもの࢟を示し，त
のྲྀれや学びのۀ
ϓϩηεをつかΉこ
とができます。

・全ࠃの子どもがつ
くった作඼ྫは，Ұ
෦を֦大したり，ਧ
きग़しで子どもの考
えたことを掲載した
りし，発想や構想，
工夫をಡみऔりやす
くしています。

 ΩϟϥΫλʔ
子どもの活動とʤ共௨ࣄ
߲ʥを結び付け，学び
を促します。

▲ 1・2 下 p.50-51「ともだち ハウス」

… 知識及び技能

… 学びに向かう力，人間性等

… 思考力，判断力，表現力等

かたちや いΖと なかよしの ちろたん

�. 編修上特に意を用いた点や特色

編  修  趣  意  書
（学習指導要領との対照表）

˞डཧ൪߸ ֶ ߍ ڭ Պ छ ໨ ֶ ೥

３０- ５１ 小学校 図画工作 図画工作 １・２年
の൪߸ɾུশऀߦൃ˞ ߸ɾ൪߸هՊॻのڭ˞ Պॻ໊ڭ˞

１１６ 日文 図工 １０３
図工 １０４

ずがこうさく１・２上 たのしいな おもしろいな
ずがこうさく１・２下 たのしいな おもしろいな

⁞

 

⁠ ⁠

⁡ ⁢

1
ಛ ৭

／はこ，クレヨン，だんボール，お花がみ，け糸

ϋッϐーϋ΢ス

木こうようせっちゃくざいの つかいかたは 62ページも 見て みよう。



学びを支える教科書 子どもたちが҆৺して意ཉ的に学Ϳことができるように工෉しました。

思Θͣ形΍৭に働きかけたくなるڭՊॻ
⇒ 造形的な見方・考え方をਂめられるよう，身のճりのものから美術作品まで෯޿く取り্げたページを設けています。

ಛผ支ԉڭ育ɾϢχόʔαϧσβΠンにରԠしたڭՊॻ
⇒ 特ผࢧԉ教育や色֮特ੑなどの؍఺から，ࢴ面σβΠンをূݕしています。

1

3

▲ 1・2 下 p.2-4 きょうかしょ びじゅつかん「たのしい かたちや いろの せかい」

●対話をしながら学びを深めていくことができます。

●1・2 上では「さわる」ことで，新しい感じが見付けられることを示し，
身のճりのものへ造形的な見方でಇきかけたくなるよう工夫しています。

1・2 上 p.36-37 ひらめき ポケット「さわる」▶

●学年に合わせ，จࣈの大きさをௐ੔しました。
●ຊจは，意ຯのまとまりで改ߦし，จষの意ຯ

がつかみやすくなっています。

●色覚ಛ性の有ແにかかわら ，ͣ୭もが見やすく見
分けやすい配色によるσβインになっています。

●題材໊は見やすく，かつָしくऔり૊めるようσ
βインされています。

材ྉɾ༻۩にͭいͯ෼かり΍すくஸೡに学΂るڭՊॻ
⇒ 巻末の 8 ページに，材料や用具についての特設ページを設けています。

2

●題材で使うओな用具についてアイίンで
示すとともに，関連のあるページへのϦ
ンクをه載し，用具の安全な使い方や，
材料について学Ϳことができます。

⾢ 1・2 下 p.24-25「まどから こんにちは」

▼ 1・2 上 p.50-51「かみざら コロコロ」

⾢ 1・2 下 p.60 つかって みよう ざいりょうと ようぐ

●題材ページに͓いても，基ຊ的な࢓૊
みやつくり方について，イラεトで丁寧
に示しています。

2
ಛ ৭

60

͸͕ ͖Εにくく なったら

みぞ
はは １〜２目もり 出す
ながく 出しすぎない 
ように する

人に わたす ときは
はを しまって はの 
出る ほうを もって 
わたす

つかわない ときは かならず はを しまって おく

͑んͽつもち

に͗りもち

は
ねじ

はを 出す。

ねじを ゆるめて はを 出す。出したら ねじを しめて  はが うごかない
ように する。つかい おわったら はを しまい ねじを しめる。

小さい ものや みじかい ものを きる とき

大きい ものや ながい ものを きる とき

◦からだを まえに むけて すわる。

◦

◦はの すすむ むきに 手を おかない。

きる むきを かえる ときは
かみの むきを かえて きる。

みぞに そって  はを おり あたらしい はに する。

じょうぎの 目もりが ない ほうに 
はを あてて きる。じょうぎは 
手で しっかりと おさえる。

おった はは びん などに 入れて
おこう。

もちかた

͖りかた

·͕った せんを ͖る͖る と͖の しせい ·っ͙͢に ͖る

    

  
 

  
  

  
  

    

つくりかた

;ͪに すこしだけ
つけよう。

ςーϓ などで
とめよう。

もっこうよう
ͤっͪΌく͟い

   
 

  
  

   
  

かみを ͖って で͖る いろいろな かたͪで，͖ ΐう͠つを か͟る。

͞ Θ Δ
いろいろな ΋ͷΛ ͞Θͬͯ ΈΑ͏ɻ
ͲΜな かΜ͕͡ すΔかなɻ

6 37

24 ΧολーφΠϑの つかいかたは ��ページも 見て みよう。

 

   
 

  
  

Ͳ͕ ͻ  しく Ͱ 
くる こ  

    

ੜき のɾしͥん γϣϯ
ろ͑ が な

ϋー  た さんの え
͘

‑

／ がよ がよ し い ん ͭ］‐

 

 Ίて

 

 

う つ ͪ  

4

スライダー

スライダーを ゆっくり まえに おし出して，
4

4

4

4

カッターマットの 上で きる。
4

4

4

4 4

4

4

4 4

4
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Ε·Ͱ ͯ͠ きた 
ͱが ͣが う͘͞ʹ 

つながͬͯ い͘よ

   
  

おじいͪΌんや おねえͪΌんと あそんだよ。

い͑ Ͱも ͋ͦ΂るͶ

     

たのしい ことを いっͺい たのしい ことを いっͺい 
かいて はったよ。

           
 

 
  

   
  

   

  

たのしい まい೔ 
［45ʷ54cm／クレヨン ͑の͙］

   

‐

 

   

  

  

学びをつなげる教科書 学शを生活や社会とつなげɺ学びが޿がるよう工෉しました。

生活ݧܦと学びをؔ࿈ͤ͞るڭՊॻ
⇒ 子どもたちの発達の段階や生活ݧܦに合Θせて，幼児期との接続ページや題材を設けています。

ଞڭՊ΍ଞ題材とؔ࿈付けͯ学Ϳ͜とができるڭՊॻ
⇒ ΧϦキϡϥϜϚωジϝントの࣮現を目ࢦし，他教科や他題材とのؔ連を図っています。

1

2

▲1・2 上 p.44-45「はこで つくったよ」

▲1・2 下 p.8-9 「おはなみ スケッチ」

▲ 1・2 下 p.54-55「ともだち 見つけた！」˱ ਎ۙなࣗવ▲ 1・2 下 p.42-43「わくわく おはなしゲーム」˱ ఻౷తな༡び▲ 1・2 上 p.2-3 幼児期との接続ページ˱༮ظࣇのݧܦ

●幼児期の学びを生かし，発شできるよう，
幼児期との接ଓページを設けています。

●身近な自વやقઅ，༡び，学校ࣄߦなど，子ども
たちの生活に結び付く題材を設定しています。

●発達の段階に合わせ，
様々なଞऀや社会ूஂ
と図画工作を௨して関
わるྫࣄを示していま
す。1・2 年に͓いて，
ಛに学校಺でのҟ学年
とのަྲྀを多く掲載し
ています。

ࣾձに։かΕたڭ育՝ఔの実現を目ࢦすڭՊॻ
⇒ つくったものを使ったり，学んだことを生かしたりし，社会とつながる事例を掲載しています。

3
⾢▼ 1・2 下 p.56-57
ずがこうさくの つながり ひろがり

「ずがこうさく が ひろがる」

▲ 1・2 上 p.40-41
「かざって なに いれよう」

●ͦのଞの教科との
結び付き
1・2 下 Q������

「ͣがこうさくが ͻΖがる」
（生活科）

1・2 下 Q�����1
「こと͹の かたち」（ޠࠃ科）

1・2 下 Q�3��31
「Իͮくり ϑレンζ」（Իָ科）

1・2 下 Q������
「ともだち 見つけた！」
（ཧ科）など

1・2 下 p.26-27「たのしかったよ ドキドキしたよ」▲

3
ಛ ৭

，਺科でのཱ体の学習に合わせࢉ●
ശを用いた題材を設定しています。

●いいなと感じたことをখさな紙にかく活
動と，ͦ の経験を生かした表現とを関連
させ，学びを活用できるようにしています。

 の ໦に かくれて いるߍֶ
ともだͪを さがそう。

 

つ͚    

஬Ί͕ͶͰ

みの まΘ  よ  見 くれ  いる とも     
  

   
 

   
  

  

 

 

  

い͵の おやこ 
［たかさ9cm 23cm／
ペン かみͮͭ キャ プ］

 

ャ プ］

͸͜の かたちや いろが いろいろな 
΋のʹ Έ͑ͯ ͘ΔͶ。Ͳの ͸͜を 
つかうͱ いいかな。

 

あしは どうやって 
つけようかな。

しっかり たって
つよそうに したよ。

  

   
 

   

͸ を み͋Θせて 
 

ス ύ  ςΟラϊ 
［たかさ34cm／かみͮͭ
キャ プ］

   

‐

‐

    

イ イ ϯΪϯ
ながさ3 c ／ペン キ プ］

ΐう   は   

い͑Ͱ つかったよ

    。
    。

ようͪえんの ࢠと いっしょに おはなししたよ。
すきな とこΖを つたえあったよ。

みんなと ͞くͻんに ついて ͸なしたよ

うんͲうかいの ͸たを か͟ったよʦಢ
とち

໦
͗

ݝ
けん

ʧ



ຊ 教 科 書 の 特 色 ද

教ҭجຊ๏の९क
・教育基本法第二条に示されている教育の目標を達成し，教育基本法の考えが教科書全体に行き渡るよ
うに，題材の設定や作品，写真の選択，文章表現などについて十分に配慮しています。

ֶशࢦಋཁྖの९क

・学習指導要領に示された目標を受けて，全ての題材において，表現と鑑賞が一体的に学習できるよう
に配慮しています。題材は，学習指導要領を基に「造形遊びをする」「絵に表す」「立体に表す」「工作に
表す」「鑑賞する」の５つの分野に分け，活動の内容を把握しやすいように示しています。
・学習指導要領で示された目標に基づき，全ての題材において「学習のめあて」を示しています。
・〔共通事項〕について，教科書全体で取り扱うとともに，活動と〔共通事項〕を結び付けられるようキャ
ラクター（ちろたん）を設定しています。また，より造形的な視点で身の回りや社会をとらえることが
できるよう「教科書美術館」「ひらめきポケット」の特設ページも設けています。

ൃୡのஈ֊΁の഑ྀ
・幼児期との接続ページを設定しています。また，幼児期に行う表現活動を参考に，一年生が入学後に取
り組む題材として興味を抱きやすいものを配列することで，より効果的に学習できるよう工夫しています。
・それぞれの分野の中で，子どもの発達に十分配慮した材料や用具を取り扱っています。

഑ྻ・෼ྔ
・地域や学校の実態に合わせて，題材を選択したり組み合わせたりできるよう工夫しています。
・題材での学びを次の活動へ生かせるよう，題材に系統性をもたせています。

ओମత・ର࿩తͰ
ਂいֶͼの࣮ݱ

・オリエンテーションにおいて，「造形的な見方・考え方」やめあて，教科書の使い方を共有し，児童が
主体的に学習に取り組むことができるよう工夫しています。
・児童が自分の活動を振り返り深めることができるよう，全ての題材に「活動の後で」を設定しています。
・児童が考えを伝え合ったり，友だちと相談したりしながら造形活動を行う様子を紹介し，対話を通し
て思考力を働かせ，学びを深めることができるように工夫しています。
・児童が「造形的な見方・考え方」を働かせて，自ら表したいことやつくりたいことを見付けられるように，
題材の設定に十分に配慮し，オリエンテーション，特設ページを設けています。

ࣾձに։͔Εた
教ҭ՝ఔ・ΧリΩϡϥϜ
Ϛωジϝントの࣮ݱ

・オリエンテーションを設け，図画工作科で育む資質・能力について保護者や教科書を見る人たちと共
有できるよう工夫しています。また，図画工作で扱う身近な材料を紹介するページを設け，生活の中で
触れているものを図画工作の活動で活用できることを示しています。
・家庭に作品を持ち帰ったり，地域で活動したりする事例を掲載し，図画工作での学習が社会とつながっ
ていることを示しています。
・他教科と関わりのある題材を設定しています。

ಈのॆ࣮׆ޠݴ
・児童がコミュニケーションを取りながら造形活動を行う様子を紹介しています。
・作品コメントや，ワークシートを紹介し，形や色・言葉で思いを伝え合う活動を促しています。

఻౷จԽ・ଟ༷ੑのଚॏと
ཧղࡍࠃ

・伝統的な遊びを題材として取り上げ，つくりながらその面白さを味わえるよう工夫しています。
・外国の子どもの作品や，海外からの訪問学生との活動事例を取り上げています。

ࣾձの࣋続Մೳなൃల
・題材ページ内の「かたづけ」において，材料の有効利用について触れています。
・自然材や再利用できる材料を使用する題材を設定し，環境問題への関心を高める工夫をしています。

Ոఉや஍Ҭ・ࣾձ΁のؔ৺ ・題材ページや特設ページにおいて，作品を家庭で使ったり，飾ったりしている場面を掲載しています。

ਓݖ΁の഑ྀ ・異学年での交流や地域での活動を紹介し，人との触れ合いや共生への意識を高める工夫をしています。

σジλϧ教材の׆用
・児童の学びを深めるためのデジタルコンテンツを制作し，該当題材にはデジタルマークを示しています。
・別途デジタル教材を提供する体制を整え，学習効果をより高められるよう配慮しています。

特ผࢧԉ教ҭ΁の഑ྀ
・すべての児童が等しく学べるよう，カラーバリアフリー，ユニバーサルデザインなどを採用しています。
・拡大教科書を制作します。

൑ ܕ
・A4判を採用し，作品や写真をより大きく見やすく，インパクトをもたせて掲載し，児童の興味・関心
を引き出す工夫をしています。

จࣈ・ҹ࡮・੡ຊ

・当該学年以上の配当漢字には，すべてに振り仮名をつけています。
・文字は，児童に読みやすいよう開発された教科書体を使用しています。
・重さへの負担を軽減するため，軽量化した再生紙の中で最適の良質コート紙を使用しています。
・表紙は美しい光沢と耐水性のあるコーティングを施し，丈夫で水濡れに対しても耐久性があります。
・人体への影響が少ない植物性インキを用いて印刷しています。
・製本は約 30 カ所という細かい目を付けたミシン糸の中綴じで，見返しを付けているため開きやすくか
つ長期の使用に耐える堅牢な造本にしています。

基
本
事
項

現
代
的
・
社
会
的
課
題

そ
の
他

内
容
・
系
統



ท ਺ Պॻの಺༰ʢ1・2ڭ 上ʣ ෼໺ ֶशࢦಋཁྖの಺༰

2 � � 幼児期との接続ページ ʵ ʵ

� � � きΐうかしΐ びじΎつかん ؑ # ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

� � � ΦϦΤンςーγϣン ʵ ʵ

����� かきたい もの なあに ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�2��� ちΐきちΐき か͟り 工 " 表現 	�
 Π，	2
 Π
# ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� すなや つちと なかよし 造 " 表現 	�
Ξ，	2
Ξ
# ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� やͿいた かたちから うまれた
よ ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�8��� ͻもͻも Ͷんど ཱ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

2��2� みて みて あのͶ ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π
# ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

22�2� ͓って たてたら 工 " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

2��2� ΃ったん ίϩίϩ 造 " 表現 	�
Ξ，	2
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

2��2� ͝ちͦう ύーςΟー はじめようʂ ཱ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

28�2� Χϥϑϧ いΖみͣ 造 " 表現 	�
Ξ，	2
Ξ
# ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� いΖいΖな かたちの かみから ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�2��� ͻらͻら Ώれて 工 " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

����� ͓はなしから うまれたよ ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

����� ͻらめき ϙέοト ʵ " 表現 	�
Ξ，Π
# ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

�8��� いっͺい つかって なに しよう 造 " 表現 	�
Ξ，	2
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� か͟って なに いれよう 工 " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�2��� でこ΅こ はっけんʂ ؑ # ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� はこで つくったよ ཱ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

����� のって みたいな いきたいな ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�8��� なら΂て なら΂て 造 " 表現 	�
Ξ，	2
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� かみ͟ら ίϩίϩ 工 " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�2��� すきまちΌんの すきな すきま ؑ # ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� いっしΐに ͓さんΆ ཱ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

����� にΐきにΐき とびだせ 工 " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�8��� うつした かたちから ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π
# ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� つかって みよう ͟いりΐうと よう͙ ʵ " 表現 	2
Ξ，Π ڞ 	�
Ξ，Π

ท ਺ Պॻの಺༰ʢ1・2ڭ 下ʣ ෼໺ ֶशࢦಋཁྖの಺༰

2 � � きΐうかしΐ びじΎつかん ؑ # ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

� � � ΦϦΤンςーγϣン ʵ ʵ

8 � � ͓はなみ εέον ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

����� ͻかりの ϓϨθント 造 " 表現 	�
Ξ，	2
Ξ
# ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

�2��� に͗に͗ Ͷん౔ ཱ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

����� Θっから ΁んしん 工 " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

����� ;し͗な たま͝ ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�8��� しんͿんしと なかよし 造 " 表現 	�
Ξ，	2
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

2��2� くしΌくしΌ Ύ͗っ ཱ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

22�2� とΖとΖ えの͙ で かく ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

2��2� まどから こんにちは 工 " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

2��2� たのしかったよ ドキドキしたよ ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

28�2� いΖの 見えかた むげん大 ؑ # ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� Իͮくり ϑϨンζ 工 " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�2��� つないで つるして 造 " 表現 	�
Ξ，	2
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� ͻらめき ϙέοト ʵ " 表現 	�
Ξ，Π
# ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� はさみの あーと ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�8��� ͓もいでを かたちに ཱ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

����� こと͹の かたち ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�2��� ΘくΘく ͓はなしήーϜ 工 " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

����� だんϘーϧに ೖって みるとʂʁ 造 " 表現 	�
Ξ，	2
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� ͟いりΐうから ͻらめき ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π
# ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

�8��� ύλύλ εトϩー 工 " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

����� ともだち ϋ΢ε ཱ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

�2��� たのしく うつして ֆ " 表現 	�
 Π，	2
 Π ڞ 	�
Ξ，Π

����� ともだち 見つけたʂ ؑ # ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

����� ͣがこうさくの つながり ͻΖが
り ʵ " 表現 	�
Ξ，Π，	2
Ξ，Π

# ؑ৆ 	�
Ξ ڞ 	�
Ξ，Π

�8��� つかって みよう ͟いりΐうと よう͙ ʵ " 表現 	2
Ξ，Π ڞ 	�
Ξ，Π

˔" 表現 	1
 に関して
"表現の全題材において，子どもたちがൃ૝や構૝していく情ࣸܠਅを示しています。また，ൃ૝や構૝のヒントとなるʮͻらめき
ϙέοトʯを題材ページとは別に設定しています。
˔" 表現 	2
 に関して
"表現の全題材において，子どもたちが材料や用具を工夫して使っている情ࣸܠਅを示しています。また，材料や用具についての扱
いํを学べるよう，ʮ使ってΈよう材料と用具ʯを題材ページとは別に設定しています。
˔# ؑ৆ 	1
 に関して
#鑑賞の全題材で，子どもたちが造形的な໘നさを感じ取り，自෼の見ํを広げている情ࣸܠਅを掲載するとともに，表現題材におい
ても友だちの作品を鑑賞する様子を掲載しています。また，ʮ教科書美ज़ؗʯを題材ページとは別に設定しています。

ʤ̝共௨߲ࣄʥ	1
 アに関して
全ての題材にΩϟラクターを設置し，児童が見付けた形や色などについて認めたり，ؾ付きをଅす行ҝをఏҊしたりするݴ༿を౤げか
けることで，形や色などについてؾ付いたことが知識として定ணするよう配慮しています。

ʤ̝共௨߲ࣄʥ	1
 イに関して
全ての題材にतۀのॳൃ問となるϦーυ文を配置し，形や色から自෼のイϝージがもてるよう配慮しています。
˔目標に関して
全ての題材において，ʮ学習のめあてʯを設定し，子どもたちと図画工作の目標を共有できるようにしています。

දのʮֶशࢦಋཁྖの಺༰ʯ͸ɼֶ शࢦಋཁྖୈ 7 અୈ 2 の಺༰Λද͢ɻ" දݱ 	1
 ͸ʮྗߟࢥɼ൑அྗɼ
දྗݱ౳ʯとしͯൃ૝やߏ૝ɼ" දݱ 	2
 ͸ʮٕೳʯʹؔ͢Δ߲໨ΛࣔしɼΞ͸଄ܗ༡びΛ͢Δ׆ಈɼΠ
͸ֆやཱମɼ࡞޻ʹද͢׆ಈʹؔ͢Δ߲ࣄΛࣔ͢ɻ# ؑ৆ 	1
 Ξ͸ؑ৆͢Δ׆ಈΛ௨しͯҭ੒͢Δʮߟࢥ
ྗɼ൑அྗɼදྗݱ౳ʯʹؔ͢Δ߲໨Λࣔ͢ɻڞ 	1
 ͸ڞ௨߲ࣄΛࣔしɼΞ͸ܗや৭なͲの଄ܗతなಛ௃
Λཧղ͢Δというʮ஌ࣝʯɼΠ͸ࣗ෼のΠϝʔδΛ΋つというʮྗߟࢥɼ൑அྗɼදྗݱ౳ʯʹؔ͢Δࣄ
߲Λࣔ͢ɻ·たදのʮ෼໺ʯʹついͯɼʮ଄ʯ͸଄ܗ༡びΛ͢Δɼʮֆʯ͸ֆʹද͢ɼʮཱʯ͸ཱମʹද͢ɼ

ʮ޻ʯ͸࡞޻ʹද͢ɼʮؑʯ͸ؑ৆͢Δ׆ಈΛࣔしͯいΔɻ

2. 対照表




